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令和６年度 こども園における自己評価 

 

 

A:たいへんよい B:よい C:一部検討を要する D:改善を要する 

項

目 
内容 

評価 
取り組み状況及び課題 

A B C D 

 

 

教

育 

・

保

育

理

念 

（1）理念や基本方針が職員に周知されているか 
〇  

  ・「ともに生き・ともに育ち・ともに支え合う」とい

う保育理念を職員間で共有し、子ども・保護

者・地域住民と手を取り合い未来をどう創造し

ていくのか？を考え「子ども食堂」など地域とつ

ながり、みんなで子どもたちを育てていくプロジ

ェクトを計画実行している。 

・保護者には、ホームページや園だよりで具体

的な内容を知らせている。 

 

（2）理念や基本方針が利用者に周知されているか  
〇 

  

（3）理念や基本方針に基づいた教育保育が行なわ

れているか 
〇  

  

（4）一人一人の子どもの人格を尊重した教育保育に

ついて共通の理解をもっているか 
〇  

  

教

育 

・

保

育

の

計 

画 

（1）社会状況や子どもの実態、地域性などを考慮し、

必要に応じて教育保育課程の見直しを行っているか 

 
〇 

  ・保育、教育の見直し:子どもたちが主体的に遊び、

学び、成長できる環境づくりに取り組みました。 

・遊びの充実: 子どもたちの興味関心に基づいた、自

由な遊びの時間を確保し、創造性や問題解決能力を

育むことを目指しました。 

・教育内容の充実: 年齢や発達段階に合わせた、多

様な教育活動を取り入れ、子どもたちの学びを深め

ました。 

・環境整備: 子どもたちが安全に安心して過ごせるよ

う、園内の環境整備を徹底しました。 

（2）指導計画は、乳幼児の心身の発達を踏まえ、入
園から修了までの長期的な視野を持って充実した生
活が展開できるように配慮し作成されているか 

 
〇 

  

（3）子どもの生活が豊かになるように行事を精選し、
子どもの発達を踏まえて、その内容や実施の仕方に
ついて見直しを行っているか 

 
〇 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子

ど

も

の

発

達

援

助 

（1）子ども一人一人の健康状態や発育・発達の状態

を把握し、職員間にて共有されているか 
〇 

   ・日々、朝礼の時間を有効に使い、各クラスの

子どもの姿や気づきを伝え、共通理解につな

げるとともに、早期解決につなげていくように取

り組んでいる。また、月２回の担任会議では、よ

り深くクラスの状況を伝え合い、小さな問題も

見逃さないように共有し、改善に努めている。 

・主幹・担任・栄養士で毎月給食会議を実施

し、食の様子など共通理解を図っている。 

・野菜の栽培や収穫体験、クッキング等、食育

計画に基づいて取り組んでいる。職員も園児

と一緒に食事をすることで、楽しい雰囲気の

中食事を楽しめるように取り組んでいる。 

・子ども一人一人を受容し、理解を深め対応が

できるように力を入れ園全体が子どもに同じよ

うな関わりができるようにしている。 

・健康安全については感染症の情報や対策

について保護者へも「コドモン」で配信する

など、園と保護者で情報を共有し、安全対策

については、日々の清掃等で、危険につなが

るところがないかを確認している。 

・子どもの自己肯定感を高めることを大切に

し、保育者との信頼関係を基に、主体的に環

境に関われるよう努力している。 

・例年小学校との連携や交流を十分に行って

いる。11月には、卒園児の保護者との面談を

行い、就学前に伝えたいことを話し合い、就学

に向けての不安などを聞き取り、スムーズな就

学の準備ができるように努めている。 

（2）子どもが安定感をもって過ごし、自分の気持ちを

安心して表すことができるよう留意しているか 

 

 
〇 

  

（3）子どもに相応しい食生活が展開されるように、食

事について見直しや改善を行っているか 
〇  

  

（4）子どもが食事を楽しむことができる工夫をしてい

るか 
〇  

  

（5）子どもが主体的に活動できるような、人的・物的

環境が整備されているか 

 
〇 

  

（6）子ども一人一人を受容し、理解を深めて働きかけ

や援助が行われているか 
〇  

  

（7）健康安全や発達の確保を十分に図り、日々の環

境を整えているか 

 
〇 

  

（8）子どもが自ら周囲の様々な環境と関わり、発達に

必要な体験を積み重ねていけるよう努めているか 

 
〇 

  

（9）子ども自身が自分を肯定する気持ちを育まれ

ていくよう、継続的な信頼関係が築かれているか 

 
〇 

  

（10）保護者の生活形態を反映した子どもの在園時
間の長短、入園時期や登園日数の違いを踏まえ、子
ども一人一人の状況に応じた工夫が行われているか 

 
〇 

  

（11）障がいのある子どもが安心して生活できる保

育環境が整備され、教育保育の内容や方法に配慮さ

れているか 

 
〇 

  

（12）小学校との連携や就学を見通した計画に基づ
いて、教育保育の内容や方法、保護者とのかかわりに
配慮されているか 

〇  
  

項

目 
内容 

評価 
取り組み状況及び課題 

A B C D 

保

護

者

に

対

す

る

支

援 

（1）子どもの発達や教育保育などについて、懇談会などの

話し合いの場に加えて、保護者と共通の理解を得るための

機会を設けているか 

 
〇 

  ・子どもへの共通理解のために、進級後個人懇
談を行っている。また、希望があれば別途相談の
機会を設けて対応した。 
・園児においては、身体測定や着替え、おむつ

交換等の際、虐待が疑われる状況がないか意

識して観察している。 

・園庭の開放や保護者からの相談やこちらから

気になる保護者へ声をかけるなど、援助に努め

た。 

（2）虐待に対応できる園内の体制（医療機関、児童相談所など

専門機 関との連携）の下、不適切な療育や虐待を受けていると

疑われる子どもの早期発見及び予防に努めているか 

〇 
   

（3）地域の子育ての拠点として「こども園の開放」「相談・援

助」「交流の場の提供」「情報の提供」の支援を行うよう努め

ているか 

〇 
   

 

 

 

 

 

 

 
教

育 

・

保

育

を

支

え

る

組

織

的

基

盤 

（1）感染症やその他の疾病の発生予防に努め、看護師の専

門性を活かした対応を図っているか 
 〇 

  ・感染予防のための消毒の徹底や看護師によ

る保健指導など共通理解し、対応している。 

・アレルギー児には保護者から、担任・栄養士が
聞き取りを行い、医師の指示に従って対応して
いる。 
・安全管理、危機管理のマニュアルに沿って行

っている。職員全体会議にてマニュアルの読合

せをしながら適切な対応ができるようにしてい

る。 

・園内研修で心肺蘇生の方法を学び、各クラス

の担任を中心に誤嚥などへの対応ができるよう

に努めた。 

・主体的に自分の保育を見直し、改善するため

に、月に２回の担任会議を行い、園内でお互

いの保育について気づいたことを話し合える

機会を設けた。 

・守秘義務や個人情報の保護に関しては、日々

その都度全職員と共通理解をし、遵守に努め

ている。 

・園児や保護者の権利を守り、安心して預けて

いただくためにも、保護者の意見や苦情に対応

する体制を整え、第三者委員会等法令に沿った

方法で、円滑円満に解決できるよう努めている。

引き続き子ども一人ひとりに応じた支援を行え

るよう職員の資質向上に努めていく。 

 

・令和7年度は、新園舎の完成を機に、組織とし

ての新たなスタートを切りました。 

今後の課題としては、 

① 新体制への移行:新しい組織体制への移

行には職員間のコミュニケーションの強化 

② 保育・教育の質の向上：子ども達が主体的

に遊びこめる環境作りは、より質の高い保

育・教育を提供するためには、職員のスキ

ルアップや研修の充実が求められる。 

③ 保護者との連携強化：新しい園舎、新しい

体制への理解を深めていただき、より一層

の連携を図ることが必要。 

④ 地域との連携：地域の様々な機関との連携

を深め、子ども達の成長を地域全体で支え

る体制作りが求められる。 

（2）体調不良、アレルギー疾患等をもつ子どもに対し、適切

な対応が行われているか 
〇 

   

（3）避難訓練・安全点検・不審者侵入防止訓練等、子どもの

安全確保のための適切な対応が行われているか 

 
〇 

  

（4）地震などの自然災害に対する防災対策は行われている

か 

 
〇 

  

（5）施設長がリーダーシップを発揮し、職員が教育保育の内

容の充実と質の向上が図れるよう努めているか 

 
〇 

  

（6）研修等、教育保育の質の向上を図るべく、自己研鍍へ

の取り組みを積極的に行っているか 

 
〇 

  

（7）事業計画が職員に周知されているか  
〇 

  

（8）事業計画が利用者に周知されているか  
〇 

  

（9）守秘義務の遵守が全職員に周知され、守られているか 
〇  

  

（10）個人情報を適切に取り扱うとともに、保護者の苦情に

対し、早期解決を図るよう努めているか 
〇  

  

（11）苦情解決の仕組みが確立され、保護者等に十分に周

知・機能しているか 

 
〇 

  

（12）保護者が相談や意見を述べやすい環境を整備している

か 

 
〇 

  

（13）保育教諭等が主体的に自己評価に取り組み、教育保

育の改善が図られているか 

 
〇 

  

（14）評価結果に基づき組織として取り組むべき課題を明確

にし、改善策・改善実施計画を立て実施しているか 

 
〇 

  

 


